



年 3月 2日～6月 1日）における，本校第 2学年において実施された授業である。
未曾有の事態の中で最低限の学習機会を保障するだけでなく，生徒が「この時」に
しかできない学習を最優先に考え実施した。なお，発表資料（スライド）は右の二
次元コードより参照されたい。
２．背景
現在の社会構造は変動期を迎えており，“VUCA（Volatility［変動］，Uncertainty［不確実］，
Complexity［複雑］，Ambiguity［曖昧］）”の時代の渦中にある。このような中で，既存知の継承だけ
でなく，未来知を創造できる高い資質と能力を有する人材を育成することは不可欠である。そこで，
学習者（子どもたち）には 2つの「知性（能力）」を，授業者（教員）には 2つの「資質」を育むこ
とが重要だと考えた（表）。
３．授業実践
社会が直面している「新型コロナウイルス感染症」をテーマとし，e-Learningシステム等にアップ
された資料をもとに授業者から提示された課題を Googleフォームで記述回答する方法をとった。
表　授業実践
育みたい資質・能力＊1 そのための実践過程
学
習
者
多様な考え・意見を「集めて編集できる」知性（能力）＊2
わかっていることを「説明できる」より，わかりか
けていることを「ことばにしながら考える」
授業者によるフィードバックを受け，様々な意見に
も触れながら自分の考えを精緻化していく過程
答えを「つくり出す」知性（能力）
「知っている答え」が本当かその根拠を確かめる／
自分の体験で支える／適用範囲を広げる
「いま考えたいこと（解けないような課題）」を「こ
とばにしながら考える」過程
教
　
員
デザイナー的資質
子どもに「どんな学びが起きそうか」という仮説を
立てたうえで授業を構築していく
今回提示した課題により，学習者が「新たな社会の
見方に気づくのではないか」という学びの仮説を立
てた過程
アナリスト的資質
子どもに「どんな学びが起きたか」という学習評価
学習者のフィードバックを読み，それらに対して探
究心を生起させるフィードバックを行った過程
＊
1　白水始「ウィズコロナ時代の対話型オンライン授業と授業研究に向けて」。
＊
2　知性とは，物事を知り，考え，判断する「能力」，人間の知的作用を営む「能力」のことである。
４．成果と課題
4-1．成果
「ハイブリッド型 -Ⅱ（非同時双方向型）」の授業を行ったことで，学習者が十分な思考時間を確保
いま考えたいことを「ことばにしながら考える」 
非同時双方向型の授業
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して粘り強く課題に取り組むことができた。
4-2. 課題
一方で，他者の考えから自分の考えを精緻化していく過程に弱さがあった。そこで，学習者同士で
フィードバックできる授業展開や授業環境を整備する必要があると考えた。
今年度，コロナ禍によって崩壊しかけた学校教育はある意味，今まで失いかけていた「思考時間」
という青い果実を手に入れることができた。しかしながら，その果実が熟すまでにはさらなる実践研
究が必要である。
